
　

タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の
テ
ィ
ル
プ

ル
は
、
イ
ン
ド
最
大
の
ガ
ー
メ
ン
ト
輸

出
基
地
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば

以
降
、
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

そ
の
労
働
集
約
産
業
は
、
多
く
の
雇
用

を
生
み
出
し
、
当
初
は
テ
ィ
ル
プ
ル
周

辺
農
村
か
ら
、
後
に
は
主
に
タ
ミ
ル
・

ナ
ー
ド
ゥ
州
南
部
の
農
村
地
域
か
ら
、

そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
に
は

ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
ほ

か
、
オ
リ
ッ
サ
州
や
ビ
ハ
ー
ル
州
な
ど

北
イ
ン
ド
か
ら
も
膨
大
な
数
の
出
稼
ぎ

労
働
者
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。
本
稿
で

は
、現
地
実
態
調
査
に
基
づ
き
、彼
（
彼

女
）
ら
の
出
身
階
層
、
移
動
の
動
機
や

形
態
、
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
、
生
活

環
境
や
生
活
状
況
な
ど
を
分
析
・
紹
介

す
る
。

●
出
稼
ぎ
労
働
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

テ
ィ
ル
プ
ル
市
の
人
口
は
、
二
〇
一

一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
約
九
六
万
三

〇
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
非
定
住
人
口
を

含
め
四
〇
〜
五
〇
万
人
の
出
稼
ぎ
労
働

者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
対
し

て
わ
れ
わ
れ
の
サ
ン
プ
ル
は
た
っ
た
九

〇
人
で
あ
っ
た
。
一
般
に
都
市
で
の
サ

ン
プ
ル
調
査
は
難
し
い
が
、
出
稼
ぎ
労

働
者
の
場
合
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
サ

ン
プ
リ
ン
グ
の
仕
方
し
だ
い
で
結
果
が

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
高

く
、
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば

の
最
も
早
い
時
期
に
州
南
部
か
ら
移
住

し
た
人
で
、
現
在
は
出
身
地
域
か
ら
労

働
者
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
工
場
に
紹
介

す
る
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
事
を
し
て

い
る
モ
ノ
知
り
の
男
に
出
会
い
、
彼
の

紹
介
で
町
の
数
カ
所
を
廻
り
、
ま
た
彼

か
ら
得
た
情
報
を
総
合
し
て
、
最
終
的

に
四
カ
所
の
居
住
区
か
ら
合
計
九
〇
人

を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
選
ん
だ
。
四
カ
所

は
、
旧
バ
ス
・
ス
タ
ン
ド
周
辺
域
の
最

も
開
発
の
古
い
地
区
、
新
バ
ス
・
ス
タ

ン
ド
周
辺
域
の
新
開
発
地
区
、
ノ
イ
ヤ

ル
川
堤
防
沿
い
の
移
入
者
が
最
初
に
仮

の
居
を
構
え
る
低
級
住
宅
地
区
、
早
い

時
期
に
移
入
し
蓄
財
し
た
労
働
者
ら
が

居
住
す
る
市
の
郊
外
に
あ
る
一
戸
建
て

住
宅
地
域
の
四
つ
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降

に
移
動
し
て
き
た
北
イ
ン
ド
出
身
の
出

稼
ぎ
労
働
者
に
つ
い
て
、
別
途
、
三
カ

所
の
地
区
か
ら
合
計
二
五
人
を
サ
ン
プ

リ
ン
グ
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。

　

以
上
、
合
計
一
一
五
人
（
世
帯
）
の

出
稼
ぎ
労
働
者
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
移
動
時
期
に
つ
い
て
は
、
全
員

が
二
〇
〇
五
年
以
降
で
あ
る
北
イ
ン
ド

出
身
者
に
対
し
、
州
南
部
出
身
者
は
、

三
五
人
（
三
八
・
九
％
）
が
一
九
九
九

年
以
前
（
以
下
、第
Ⅰ
群
）、三
四
人
（
三

七
・
八
％
）
が
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
四

年
（
第
Ⅱ
群
）、二
一
人
（
二
三
・
三
％
）

が
二
〇
〇
五
年
以
降
（
第
Ⅲ
群
）
の
移

住
者
で
あ
っ
た
。
次
に
、
北
イ
ン
ド
出

身
者
全
員
が
単
身
（
男
）
で
の
移
動
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、州
南
部
出
身
者
は
、

単
身
が
二
二
人
（
二
四
・
四
％
）
に
す

ぎ
ず
、
世
帯
員
全
員
の
移
動
が
五
九
人

（
六
五
・
六
％
）、
同
一
世
帯
か
ら
複
数

人
の
移
動
が
九
人
（
一
〇
・
〇
％
）
で

あ
っ
た
。
州
南
部
出
身
者
の
う
ち
単
身

世
帯
を
除
く
六
八
世
帯
の
平
均
を
と
る

と
、世
帯
員
数
三
・
六
一
人（
う
ち
男
二
・

〇
一
人
、
女
一
・
六
〇
人
）、
う
ち
就
業

者
二
・
一
九
人
（
男
一
・
四
六
人
、女
〇
・

七
三
人
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
世
帯
員

全
員
に
よ
る
移
住
の
場
合
で
も
、
最
初

は
単
身
（
男
）
で
移
動
し
、
職
や
住
居

の
確
保
が
で
き
た
後
に
他
の
家
族
を
呼

び
寄
せ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

次
に
、
州
南
部
出
身
者
の
う
ち
四
一

人（
四
五
・
六
％
）は
指
定
カ
ー
ス
ト
、

三
二
人
（
三
五
・
六
％
）
は
最
後
進
カ
ー

ス
ト
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

移
動
の
動
機
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
最
大

（
五
〇
・
〇
％
）が
「
農
業
の
疲
弊
」、
次

に
（
三
四
・
四
％
）「
社
会
的
騒
擾
（
カ
ー

ス
ト
間
対
立
）」、
残
り
（
一
五
・
六
％
）

が
「
債
務
問
題
」
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

し
か
も
、
第
Ⅰ
群
労
働
者
は
主
に
「
社

会
的
騒
擾
」
を
理
由
に
移
住
し
て
き
た

の
に
対
し
、
移
動
時
期
が
新
し
い
第
Ⅱ

群
、
第
Ⅲ
群
で
は
、「
農
業
の
疲
弊
」

や
「
債
務
問
題
」
を
理
由
に
し
た
移
動

藤
田
幸
一
／
Ｍ
・
ジ
ェ
ガ
デ
ィ
ー
サ
ン

テ
ィ
ル
プ
ル
の
出
稼
ぎ
労
働
者

インドにおける
農工連関

特 集
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が
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

カ
ー
ス
ト
間
対
立
に
起
因
す
る
社
会

的
騒
擾
は
、
古
く
は
一
九
五
七
年
に
勃

発
し
た「
ム
ト
ゥ
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の
乱
」

を
は
じ
め
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の

特
に
南
部
で
頻
発
し
、
そ
れ
を
契
機
と

し
て
多
く
の
世
帯
が
テ
ィ
ル
プ
ル
を
含

む
他
地
域
に
移
住
し
た
も
の
で
あ
る
。

必
ず
し
も
指
定
カ
ー
ス
ト
な
ど
低
位

カ
ー
ス
ト
ば
か
り
で
は
な
く
、
高
位

カ
ー
ス
ト
が
騒
動
に
嫌
気
を
差
し
て
移

住
し
て
き
た
場
合
も
あ
っ
た
。「
農
業

の
疲
弊
」
と
は
、
た
め
池
灌
漑
に
伝
統

的
に
依
存
し
て
き
た
州
南
部
に
お
い

て
、
た
め
池
の
劣
化
の
深
刻
化
に
と
も

な
っ
て
雇
用
機
会
が
減
少
し
（
参
考
文

献
②
参
照
）、
農
村
を
捨
て
移
住
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
最

後
の
「
債
務
問
題
」
は
、
近
年
の
タ
ミ

ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
で
の
ダ
ウ
リ
ー
慣
行

の
広
が
り
な
ど
を
背
景
に
し
た
冠
婚
葬

祭
費
の
高
騰
と
と
も
に
（
参
考
文
献
③

参
照
）、
高
利
貸
な
ど
か
ら
の
借
り
入

れ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

●
労
働
条
件
と
賃
金

　

輸
出
ガ
ー
メ
ン
ト
産
業
を
核
と
す
る

テ
ィ
ル
プ
ル
は
、
多
様
な
雇
用
機
会
を

多
様
な
労
働
者
に
提
供
す
る
能
力
を
備

え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
顕
著
な

ジ
ャ
ン
ダ
ー
格
差
を
包
含
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
女
性
労

働
者
に
と
っ
て
、
若
い
う
ち
は
魅
力
的

な
雇
用
機
会
が
あ
る
が
、
三
〇
歳
を
超

え
る
と
早
く
も
雇
用
主
に
見
放
さ
れ
、

一
部
の
熟
練
労
働
者
を
除
き
、以
降
は
、

掃
除
婦
な
ど
の
低
賃
金
労
働
し
か
就
業

機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
に
対

し
、
男
性
の
場
合
は
、
年
齢
が
高
ま
っ

て
も
若
い
世
代
と
ほ
ぼ
同
じ
給
与
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
多
様
な
雇
用
機
会
が

存
在
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、

三
〇
歳
未
満
の
女
性
労
働
者
五
一
人
の

平
均
月
額
賃
金
が
七
〇
九
八
ル
ピ
ー
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
三
〇
歳
以
上
の
四

〇
人
の
場
合
、
平
均
で
四
九
五
三
ル

ピ
ー
し
か
な
く
、
実
に
二
〇
〇
〇
ル

ピ
ー
以
上
も
の
差
が
確
認
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ィ

ル
プ
ル
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
総
じ
て

非
常
に
大
き
な
所
得
の
増
加
を
経
験
し

た
。

　

九
〇
人
の
州
南
部
出
身
の
労
働
者
の

一
カ
月
当
た
り
賃
金
は
、
一
万
ル
ピ
ー

未
満
が
二
六
世
帯
（
二
八
・
九
％
）、
一

万
〜
一
万
五
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
が
二
四
世

帯
（
二
六
・
七
％
）、
一
万
五
〇
〇
〇
〜

二
万
ル
ピ
ー
が
一
五
世
帯
（
一
六
・

七
％
）、
二
万
ル
ピ
ー
以
上
が
二
五
世

帯
（
二
七
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

世
帯
所
得
は
、
単
身
世
帯
を
含
む
平
均

一
・
九
〇
人
の
就
業
者
に
よ
っ
て
獲
得

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
一

人
当
た
り
所
得
は
こ
の
半
分
強
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
彼
ら
の
出
身
地
の
タ
ミ
ル
・

ナ
ー
ド
ゥ
州
南
部
で
は
、
一
人
の
労
働

者
が
一
カ
月
に
稼
げ
る
賃
金
は
一
五
〇

〇
〜
二
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
で
あ
る
か
ら
、

格
差
は
二
〜
三
倍
以
上
に
達
し
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
も
郷
里
で
は
ひ
と
つ
の

世
帯
か
ら
複
数
の
就
業
者
を
出
す
こ
と

は
難
し
く
（
特
に
女
性
の
雇
用
機
会
は

限
ら
れ
て
い
る
）、
世
帯
の
総
所
得
で

は
も
っ
と
大
き
な
増
加
を
経
験
し
た
こ

と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
耐
久
消
費
財
の
普
及
状
況

を
み
る
と
、
携
帯
電
話
九
五
・
六
％
、

テ
レ
ビ
九
二
・
二
％
、
天
井
フ
ァ
ン
九

一
・
一
％
、
椅
子
七
八
・
九
％
、
テ
ー
ブ

ル
六
五
・
六
％
、
ベ
ッ
ド
六
〇
・
〇
％
、

自
転
車
五
八
・
九
％
、
オ
ー
ト
バ
イ
四

一
・
一
％
、
机
四
〇
・
〇
％
、
ア
ル
ミ
ラ

三
四
・
四
％
、
冷
蔵
庫
二
五
・
六
％
、
デ

ス
ク
・
フ
ァ
ン
二
三
・
三
％
、
ビ
デ
オ
・

デ
ッ
キ
五
・
六
％
、
Ｐ
Ｃ
五
・
六
％
、
車

一
・
一
％
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
北
イ
ン
ド
出
身
者
の
平
均
月

収
は
五
四
五
六
ル
ピ
ー
で
あ
り
、
そ
れ

と
比
較
可
能
な
単
身
の
州
南
部
出
身
者

は
平
均
一
万
六
〇
八
ル
ピ
ー
と
、
北
イ

ン
ド
出
身
者
の
二
倍
以
上
に
達
し
て
い

表1　出稼ぎ労働者の経済事情

移住時期
世帯
数

移動形態 世帯員数 就業者数 1カ月当たり金額（ルピー） 労働者1人
当たり所得

（ルピー/月）

1人当たり
家計支出

（ルピー/月）

アルコール
への支出額

（ルピー/月）

同左
家計支出

シェア（％）単身
同一世帯
から複数

世帯
ぐるみ

男 女 計 男 女 計 所得
家計
支出

貯蓄 送金

第Ⅰ群
（1999年以前）

35   2 1 32 1.97 1.29 3.26 1.57 0.77 2.34 24,134 13,217 4,300 6,617 10,314 4,054 2,180 16.5

第Ⅱ群
（2000〜2004年）

34 10 5 19 1.47 1.15 2.62 1.21 0.44 1.65 13,268 7,694 2,027 3,547 8,041 2,937 1,065 13.8

第Ⅲ群
（2005年以降）

21 10 3   8 1.29 0.81 2.10 1.14 0.43 1.57 11,443 5,714 1,205 4,524 7,289 2,721 1,035 18.1

タミル・ナードゥ州
出身者計

90 22 9 59 1.62 1.13 2.75 1.33 0.57 1.90 17,068 9,380 2,719 4,969 8,985 3,321 1,492 15.9

北インド出身者 25 25 0   0 1.00 0 1.00 1.00 0 1.00 5,456 1,316 0 4,180 5,456 1,316 140 10.6
（参考）タミル・ナー
ドゥ州出身の単身者

22 22 0   0 0.95 0.05 1.00 0.95 0.05 1.00 10,608 4,727 136 5,755 10,608 4,727 1,484 31.4

（出所） 現地調査に基づき、筆者作成。
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た
（
表
1
）。
こ
う
し
た
単
身
男
性
労

働
者
の
賃
金
格
差
は
、
主
に
教
育
水
準

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

平
均
教
育
年
数
は
、
北
イ
ン
ド
出
身
者

の
三
・
〇
年
に
対
し
、
州
南
部
出
身
者

で
は
九
・
五
年
と
大
き
な
格
差
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。背
景
に
は
、

近
年
に
お
け
る
州
南
部
出
身
者
の
特
に

若
い
世
代
の
ガ
ー
メ
ン
ト
産
業
離
れ
、

す
な
わ
ち
広
告
、
塗
装
、
建
設
、
引
っ

越
し
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
ガ
ー
メ
ン
ト

以
外
の
産
業
へ
の
就
業
の
増
加
と
い
う

状
況
変
化
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月
の
多
国
間
繊
維
協

定
（
Ｍ
Ｆ
Ａ
）
の
失
効
以
降
、
テ
ィ
ル

プ
ル
の
ガ
ー
メ
ン
ト
産
業
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
と
の
過
酷

な
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
ま
た
原
料

綿
花
の
価
格
高
騰
、
さ
ら
に
は
、
二
〇

一
一
年
二
月
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
高
裁
に
よ

る
漂
白
・
染
色
工
場
の
閉
鎖
命
令
（
環

境
基
準
の
厳
格
化
に
基
づ
く
措
置
）
な

ど
の
打
撃
を
受
け
、
大
き
な
試
練
に
直

面
す
る
な
か
、
企
業
家
は
賃
金
の
よ
り

安
い
北
イ
ン
ド
出
身
の
出
稼
ぎ
労
働
者

を
好
み
、
一
方
、
州
南
部
出
者
は
、
若

世
代
を
中
心
に
就
業
を
ガ
ー
メ
ン
ト
産

業
か
ら
関
連
諸
産
業
へ
シ
フ
ト
す
る
動

き
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
補
足
し
て
お
く
な
ら
ば
、
二
〇

〇
五
年
以
降
の
北
イ
ン
ド
出
身
出
稼
ぎ

労
働
者
の
増
加
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う

な
事
態
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
四
／
〇
五
年

度
、
連
邦
政
府
は
全
国
の
国
道
改
修
計

画
を
打
ち
出
し
、
ま
ず
タ
ミ
ル
・
ナ
ー

ド
ゥ
州
か
ら
事
業
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
際
、
建
設
労
働
者
と

し
て
数
多
く
の
北
イ
ン
ド
出
身
労
働
者

が
雇
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
設
工
事

終
了
後
も
彼
ら
は
州
内
に
残
り
、
そ
の

多
く
が
テ
ィ
ル
プ
ル
に
流
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
、
今
度
は
彼

ら
を
頼
っ
て
、
大
量
の
北
イ
ン
ド
の
労

働
者
が
新
た
に
テ
ィ
ル
プ
ル
に
流
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

●
移
住
時
期
別
労
働
者
の
経
済
格
差

　

テ
ィ
ル
プ
ル
の
ガ
ー
メ
ン
ト
産
業

は
、
一
九
九
〇
年
代
末
ま
で
の
順
調
な

発
展
に
比
較
し
て
、
そ
れ
以
降
は
変
調

を
き
た
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

特
に
二
〇
〇
五
年
以
降
は
試
練
の
時
代

に
突
入
す
る
。そ
う
し
た
状
況
変
化
は
、

労
働
者
に
も
大
き
な
影
を
落
と
す
こ
と

に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
九
年

以
前
に
移
住
し
て
き
た
労
働
者
と
そ
れ

以
降
の
労
働
者
と
の
間
に
大
き
な
境
遇

上
の
差
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

端
的
な
話
、
平
均
月
収
を
み
る
な
ら

ば
、
第
Ⅰ
群
の
二
万
四
一
三
四
ル
ピ
ー

に
対
し
、
第
Ⅱ
群
は
一
万
三
二
六
八
ル

ピ
ー
、
第
Ⅲ
群
は
一
万
一
四
四
三
ル

ピ
ー
に
す
ぎ
な
い
（
表
1
）。

　

そ
の
経
済
力
格
差
は
、
居
住
す
る
家

の
差
異
に
最
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
第
Ⅰ
群
に
は
一
七
・
一
％

の
持
ち
家
所
有
者
が
お
り
、
そ
の
他
、

一
軒
家
の
賃
貸
（
あ
る
い
は
家
主
に
対

す
る
融
資
の
見
返
り
に
家
を
占
拠
し
て

い
る
場
合
を
含
む
）
が
三
一
・
四
％
を

占
め
る
の
に
対
し
、
第
Ⅲ
群
で
は
全
員

が
賃
貸
の
長
屋
の
一
室
を
借
り
て
お

り
、
第
Ⅱ
群
で
も
、
持
ち
家
は
ゼ
ロ
、

一
軒
家
の
賃
貸
も
二
三
・
五
％
に
す
ぎ

な
い
。
ま
た
第
Ⅲ
群
の
六
四
・
三
％
は

ト
イ
レ
が
な
く
、
残
り
の
三
五
・
七
％

も
共
同
ト
イ
レ
し
か
な
い
の
に
対
し
、

第
Ⅰ
群
の
四
一
・
七
％
は
専
用
ト
イ
レ

が
あ
り
、
残
り
の
五
八
・
三
％
は
共
同

ト
イ
レ
を
も
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
移
住
時
期
別
の
労
働
者
の

経
済
格
差
は
、
当
然
、
家
計
支
出
の
差

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第

Ⅰ
群
、
第
Ⅱ
群
、
第
Ⅲ
群
の
順
に
、
世

帯
員
一
人
当
た
り
の
家
計
支
出
額
が
小

さ
く
な
る
傾
向
が
は
っ
き
り
と
存
在
す

る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
世

帯
当
た
り
貯
蓄
額
と
送
金
額
で
み
て
も

第
Ⅰ
群
が
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
一
カ

月
当
た
り
送
金
額
は
、
第
Ⅰ
群
、
第
Ⅱ

群
、
第
Ⅲ
群
で
そ
れ
ぞ
れ
六
六
一
七
ル

ピ
ー
、
三
五
四
七
ル
ピ
ー
、
四
五
二
四

ル
ピ
ー
で
あ
り
、
出
身
地
の
所
得
水
準

か
ら
す
る
と
相
当
大
き
な
金
額
で
あ

る
。
テ
ィ
ル
プ
ル
へ
の
出
稼
ぎ
は
、
出

稼
ぎ
労
働
者
世
帯
の
家
計
経
済
を
大
幅

に
改
善
し
た
だ
け
で
な
く
、
送
金
を
通

じ
て
郷
里
に
い
る
親
世
帯
な
ど
親
類
縁

者
の
家
計
経
済
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
よ
る
と
、
郷
里

で
の
送
金
の
主
な
使
途
は
、
日
常
生
活

費
、
消
費
財
の
購
入
、
子
供
の
教
育
の

三
つ
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
他
、
家
の

建
築
・
修
理
、
借
金
返
済
、
家
畜
飼
育
、

結
婚
費
用
な
ど
が
あ
る
。

●
出
稼
ぎ
労
働
者
の
生
活
事
情

　

テ
ィ
ル
プ
ル
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
家

計
支
出
額
は
か
な
り
高
い
。
そ
れ
は
州

南
部
出
身
者
に
顕
著
で
あ
り
、
北
イ
ン

ド
出
身
者
と
の
落
差
が
激
し
い
。

　

北
イ
ン
ド
出
身
者
は
、
可
能
な
限
り

生
活
費
を
切
り
詰
め
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
お
金
を
郷
里
に
送
金
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
複
数
人
で
粗
末

な
一
室
を
借
り
、
主
食
の
コ
メ
は
公
共

配
給
制
度
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
を
通
じ
て
タ
ダ

で
配
布
さ
れ
て
い
る
配
給
米
を
安
く
入

手
し
、共
同
で
自
炊
す
る
な
ど
で
あ
る
。

ティルプルの出稼ぎ労働者  
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対
し
て
州
南
部
出
身
者
は
、
個
別
に
一

室
を
借
り
、
配
給
米
を
使
わ
ず
、
市
場

に
出
回
っ
て
い
る
い
い
コ
メ
を
購
入

し
、
ま
た
し
ば
し
ば
自
炊
せ
ず
、
食
堂

で
飲
食
を
す
る
こ
と
も
多
い
。

　

贅
沢
な
家
計
支
出
の
最
た
る
も
の
は

ア
ル
コ
ー
ル
類
へ
の
支
出
で
あ
り
、
か

な
り
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
表
1
を
み
る
と
、
家
計

支
出
全
体
に
占
め
る
そ
の
比
率
は
、
州

南
部
出
身
者
の
平
均
で
一
六
％
に
達
し

て
お
り
、
特
に
単
身
者
で
は
三
一
％
を

超
え
る
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
北
イ
ン
ド
出
身
者
も

そ
の
比
率
は
一
〇
・
六
％
と
か
な
り
の

高
さ
で
は
あ
る
が
、
絶
対
額
で
は
ご
く

わ
ず
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

北
イ
ン
ド
出
身
者
が
月
給
ベ
ー
ス
で

働
く
こ
と
を
好
む
の
に
対
し
て
、
州
内

出
身
者
は
週
雇
い
あ
る
い
は
出
来
高
制

で
働
く
こ
と
を
好
む
傾
向
が
み
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
そ
の
方
が
勤
務
に
拘
束
さ

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
北
イ
ン

ド
出
身
者
が
最
低
二
シ
フ
ト
の
仕
事
を

こ
な
す
の
に
対
し
、
州
南
部
出
身
者
は

最
高
一
・
五
シ
フ
ト
で
、
労
働
意
欲
が

明
ら
か
に
低
い
。
テ
ィ
ル
プ
ル
で
は
一

般
に
土
曜
日
が
賃
金
支
払
い
日
と
な
っ

て
い
る
が
、
土
曜
日
に
な
る
と
、
ア
ル

コ
ー
ル
販
売
店
に
は
男
性
労
働
者
の
長

蛇
の
列
が
で
き
、
一
日
に
三
〇
〇
〜
五

〇
〇
ル
ピ
ー
も
の
多
額
の
支
出
を
す

る
。
そ
し
て
週
明
け
の
月
曜
日
に
は
欠

勤
が
多
く
発
生
す
る
。
火
曜
日
以
降
も

出
勤
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
い
な
く
な
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
酒
浸
り
の

生
活
に
な
り
、
あ
る
週
に
た
ま
た
ま
雇

用
が
み
つ
か
ら
な
い
場
合
、
月
利
で
二

〇
〜
二
五
％
に
も
達
す
る
高
利
貸
か
ら

借
金
し
て
ま
で
酒
に
走
り
、
つ
い
に
は

返
済
で
き
な
く
な
っ
て
最
悪
の
場
合
は

自
殺
に
至
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
雇

用
主
が
、
こ
う
し
た
酒
浸
り
の
労
働
モ

ラ
ー
ル
の
低
い
労
働
者
を
し
だ
い
に
敬

遠
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

北
イ
ン
ド
出
身
者
の
最
大
の
問
題
は

タ
ミ
ル
語
が
で
き
な
い
点
で
あ
り
、
そ

う
い
う
意
味
で
州
南
部
出
身
者
の
有
利

性
は
そ
う
簡
単
に
失
わ
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
企
業
家
は
単
純
作
業
の
雇
用

を
す
で
に
州
南
部
出
身
者
か
ら
北
イ
ン

ド
出
身
者
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
中

長
期
的
に
は
州
南
部
出
身
者
の
雇
用
が

脅
か
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
テ
ィ
ル
プ
ル
で
の
出
稼
ぎ
労

働
者
の
生
活
は
、
子
供
の
教
育
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。
夫
婦
の
共
稼
ぎ
の

生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
家
庭
で
の
子
供
の

教
育
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
非
行
に
走
っ

た
り
、
精
神
的
に
不
安
定
化
し
た
り
す

る
子
供
が
増
え
て
い
る
。

●
結
語

　

二
〇
〇
五
年
の
多
国
間
繊
維
協
定
の

失
効
を
契
機
と
し
て
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の

ガ
ー
メ
ン
ト
産
業
は
試
練
の
時
代
に

入
っ
た
。
環
境
汚
染
問
題
の
深
刻
化
を

背
景
に
し
た
二
〇
一
一
年
二
月
の
チ
ェ

ン
ナ
イ
高
裁
の
漂
白
・
染
色
工
場
閉
鎖

命
令
に
よ
り
、
七
〇
〇
も
の
染
色
工
場

が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
、
打
撃
は
よ
り

決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
影
響

で
、
解
雇
さ
れ
て
郷
里
に
戻
っ
た
出
稼

ぎ
労
働
者
は
五
万
五
〇
〇
〇
人
に
達
し

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
基
準
を
満
た
す
た
め
に
は
多
額

の
設
備
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
中
小
企
業
が
淘
汰
さ
れ
、
大
企

業
が
残
り
、
従
来
ま
で
の
テ
ィ
ル
プ
ル

の
ガ
ー
メ
ン
ト
産
業
の
特
色
で
あ
っ

た
、
発
達
し
た
下
請
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
参
考
文
献
①
参
照
）
の
再
編
が
進
行

す
る
可
能
性
も
高
い
。
ま
た
、
漂
白
・

染
色
工
場
の
大
規
模
な
閉
鎖
は
、
テ
ィ

ル
プ
ル
周
辺
農
村
に
お
け
る
女
性
の
内

職
と
い
う
形
態
の
仕
事
も
大
き
く
奪
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、

テ
ィ
ル
プ
ル
の
ガ
ー
メ
ン
ト
産
業
の
再

編
は
労
働
市
場
の
在
り
方
を
か
な
り
根

本
の
部
分
か
ら
変
え
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
ふ
じ
た　
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ち
／
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都
大
学
東
南

ア
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所
教
授
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M
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タ
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・
ナ
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ド
ゥ
農
業
大
学
助

教
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